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東海地震想定して静岡で「バルーンシェルター」設営 

「ジャスコ袋井店」で15日に防災訓練 
 

 

 ＮＧＯピースウィンズ・ジャパン（PWJ、本部＝東京・世田谷区、統括責任者＝大西健丞）

は１月１５日、イオン株式会社、静岡県袋井市とともに、袋井市内の「ジャスコ袋井店」

（袋井市上山梨字宮西167）で、東海地震発生を想定した「袋井市・イオン合同総合防災訓

練」を実施します。ＰＷＪが大手繊維メーカー、帝人と共同開発した緊急支援用大型テン

ト「バルーンシェルター」を行政指定の一時避難所として活用することを想定して、バル

ーンシェルターの運搬・設営訓練などを行います。 
 

  PWJは、インドネシアや東ティモール、イラク、アフガニスタンなど、10カ国で緊急支援や、復興・
開発支援を行っているNGO（非政府組織）です。NPO法人格を取得した特定非営利活動法人でもありま

す。2001年１月に発生したインド西部地震、2003年12月のイラン南東部地震、2004年10月の新潟県中

越地震、同12月のスマトラ島沖地震・津波でも支援活動を実施しています。 
 

 

 ＰＷＪでは、日本国内で大規模な災害が発生した場合に、海外の緊急支援で培った経験を生かし

て被災者支援を行うことを考え、万一の事態に備えて、自治体や企業、他ＮＧＯなどとの連携強化

を図っています。イオンとは、2004年10月の新潟県中越地震で、ジャスコ小千谷店の駐車場にバル

ーンシェルターを設営し、避難所として最大時約400人の被災者に利用していただいたほか、全国

の６店舗１事業所にバルーンシェルターを配備していただいています。また、袋井市とは2005年３

月、「災害時の支援協定書」を締結し、災害時にバルーンシェルターを活用した支援を行うことで

合意しています。 

 今回の訓練は、午前８時から正午まで実施。バルーンシェルター設営および運搬訓練として、避

難者名簿の模擬登録なども行います。 
 

 

【バルーンシェルター】 

２基ワンセットで使用し、設営後の大きさは、横22m×幅11.6m×内部高3m、約100人が横になることができ

る。一方で、重量は１基約60kg、収納サイズは１基が１メートル四方とコンパクトで、運搬も容易。空気を

入れるのに約15分、固定アンカー・ペグでの設置に約40分と短時間で設営が可能。空気で維持する構造のた

め、倒壊のおそれがなく、大規模地震後の余震が続く状況においても、被災者・地域住民に安全な避難場所

を提供することが可能。 
 

【袋井市】 

静岡県西部に位置し、人口は約６万人。県地震防災センターなどの被害想定によると、東海地震が発生し

た場合、地盤の軟らかい同市では、市域の約80％が震度６～震度７の激しい揺れに見舞われます。死傷者率

は県内23市のなかで最も高く、地震発生が事前に予知された場合で死傷者数は500人、予知されなかった場合

には2500人の死傷者と880人の要救助者（生き埋め者）が出て、人口の3分の1を超える22000人が避難所生活

を強いられます。西側に位置する浜松市や名古屋市でも大きな被害が出ることが考えられ、西側からの支援

が遅れることや、道路網の寸断などによる孤立化も懸念されています。 
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